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総額

億円132
詳細については、広報しんとう４月号
４・５ページをご覧ください。

最高の予算！
注目 気になる主な事業！ 第１回

定例会
期間

２月27日

～

３月14日

一般質問
6人登壇

議案
37件
全て可決
Ｐ９審議結果
をご覧ください。

P11村政を問う
をご覧ください。

学校整備事業

南小学校校舎長寿命化工事
２億3977万円

コミュニティ
供用施設費

3452万円
コミセン改修工事

複合施設整備事業

20億74万円
建設工事・施工監理
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令和５年度 予算を可決

子育て支援など過去
注目 気になる主な事業！写真は

創造の森

の桜です

母子保健事業

出産子育て応援交付金事業
1001万円

予防費一般経費

139万円
帯状疱疹ワクチン助成

地域子育て支援事業

新保育園新設工事交付金
２億2323万円
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検
診
の
委
託
料
の
減
額
は

健
康
増
進
事
業
の
、
検
診
委
託
料
の
減

額
の
理
由
は
な
ん
で
す
か
。

健
康
保
険
課
長　

検
診
の
委
託
料
に
つ

い
て
、
令
和
３
、
４
年
度
は
予
算
を
多

め
に
と
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
前

の
受
診
者
数
に
戻
ら
な
い
た
め
、
実
績

に
あ
わ
せ
て
精
査
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
館
の

�

村
民
優
待
券
の
使
用
率
は

ふ
れ
あ
い
館
の
村
民
優
待
券
は
、
ど
の

く
ら
い
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

毎
年
春
に
広
報
し
ん

と
う
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
る
２
時
間

券
の
使
用
率
は
45
％
で
す
。
高
齢
者
に

配
布
し
て
い
る
３
時
間
券
は
55
％
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

経費で最大の効果を！
問問 答

ふ
る
さ
と
公
園
で
の

�

イ
ベ
ン
ト
開
催
は

コ
ロ
ナ
禍
で
、
ふ
る
さ
と
公
園
で
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

今
後
の
対
応
で
す

が
、
ふ
る
さ
と
公
園
は
屋
外
施
設
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
家
族
連
れ
の
来
園
者

等
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
う
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
公
園
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

答

利用が期待される村民無料優待券

見本

賛成８・反対１で

可 決
反対討論なし

予算審査
特別委員会
３月２日
議案等
全て可決

温泉券を使ってね
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補助金を活用し最小の

一、防犯灯の新設は、教育委員会と緊密に連携し、村民の安全な暮らしはもとより、児童
生徒の安全確保にも有効なものとなるよう計画すること。

一、空き家等対策事業の実施に当たっては、除却に対する補助金制度が見直されたことから、
リフォーム補助金とあわせて、積極的な事業の周知と移住定住の促進に努めること。

一、テニスコート維持修繕工事において、マイクロプラスチックの河川への流出等による
環境問題を考慮し、環境に配慮した製品の導入を検討するとともに、運営においては、　
施設の魅力の発信とともに、有効活用を図ること。

議会から村へ要望事項を提出

予算審査 特別委員会 令和５年度一般会計予算

しんとうふるさと公園春まつり

不
登
校
幼
児
・
児
童
生
徒

�

対
策
事
業
の
内
容
は

不
登
校
関
係
の
事
業
は
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
委
託
し
て

行
う
事
業
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

現
在
、
県
の

予
算
を
活
用
し
て
、
小
・
中
学
校
に
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
そ
の
方
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
超
え
た
内
容
に
つ
い
て
も
十
分
活
躍

し
て
い
た
だ
け
る
方
だ
と
考
え
て
お

り
、
本
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
可
能

な
範
囲
で
活
動
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

問答
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人事
案件

　

髙
橋
弘
二
氏
の
任
期
が
本
年
6
月
8
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
新

た
に
6
月
９
日
か
ら
４
年
間
の
任
期
と
な
る
委
員
の
再
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
に

�

髙
橋
弘
二
氏

�

《
全
員
賛
成
》

髙
たか

橋
はし

　弘
ひろ

二
じ

 氏
（広馬場）

令和５年６月９日
から

令和９年６月８日
まで

任期

農
業
委
員
会
委
員
が
決
定

�

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

　

提
出
さ
れ
た
11
人
の
農
業
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

�

任
期�

令
和
５
年
５
月
14
日
～
令
和
８
年
５
月
13
日

氏　名 地区 氏　名 地区 氏　名 地区

星
ほし

野
の

　一
いち

郎
ろう

 氏 （長岡） 内
うつ

海
み

　優
ゆう

司
じ

 氏 （新井） 一
いち

倉
くら

　伸
しん

一
いち

 氏 （広馬場）

萩
はぎ

原
わら

　明
あけ

美
み

 氏 （長岡） 小
こ

山
やま

　伸
しん

一
いち

 氏 （新井） 田
た

嶋
じま

　久
ひさ

実
み

 氏 （広馬場）

栁
やな

岡
おか

　　稔
みのる

 氏 （山子田） 飯
いい

塚
づか

　綾
あや

子
こ

 氏 （新井） 村
むら

上
かみ

　誠
せい

一
いち

 氏 （広馬場）

髙
たか

橋
はし

　　裕
ゆたか

 氏 （山子田） 真
ま

下
しも

　治
はる

彦
ひこ

 氏 （新井）

基幹産業の発展に期待



期日前投票とは…選挙期日の公示日または告示日の翌日から選挙期日の前日までの期間に、
各市区町村に１カ所以上設けられる期日前投票所で投票できる制度です。7
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選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
を
選
挙
で
決
定

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
は
、
令
和
５
年
４
月
30
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
４
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
の
任
期
と
な
る

委
員
及
び
補
充
員
が
指
名
推
薦
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

岩
いわ

田
た

　　智
さとし

 氏
（長岡）

岩
いわ

田
た

　正
しょういち

一 氏
（長岡）

土
つち

屋
や

　武
たけ

夫
お

 氏
（山子田）

青
あお

木
き

　　繫
しげる

 氏
（山子田）

齋
さい

藤
とう

　賢
けん

司
じ

 氏
（新井）

蜂
はち

巢
す

　初
はつ

男
お

 氏
（新井）

高
たか

橋
はし

　成
せい

東
とう

 氏
（広馬場）

石
いし

坂
ざか

二
ふ

三
み

雄
お

 氏
（広馬場）

選 挙 管 理 委 員

選 挙 管 理 委 員 補 充 員

なぜ、
投票に行く
必要があるの？

Ｑ

ししんんととううちち んんゃゃ教えて ４月23日は
村長選挙及び
村議会議員補欠
選挙です

選挙行き

ましたか
？

投票は、私たちに代わって、政治を行う代表者を選ぶため
の、大切な手段だからです。平成27年６月から、若い世代の意
見がより反映されるよう、選挙権年齢が「18歳以上」に引き
下げられました。都合により選挙期日に投票できない方は、
役場で　期日前投票ができます。ぜひ投票してください。

ＡＡ

あなたの一票から、より良い村づくりがはじまります。

Ｑ 投票券のハガキを
なくしてしまいましたが、
投票はできますか？

選挙人名簿に名前が載っている方であれば、投票
券がなくても、本人確認のうえ投票できます。

ＡＡ
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子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

増加傾向の出産費用に対応

　

年
々
増
加
す
る
出
産
費
用
に
対
し
て
、
平
均
的
な
出
産
費
用
と
近
年
の
費
用
の
伸
び
を
勘
案
し
て
、

出
産
費
用
を
賄
え
る
額
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。�

 

《
全
員
賛
成
》

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
係
る

�

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
引
き
上
げ

現　行 改正後

40万８千円 ➡ 48万８千円

※産科医療補償制度に加入している分娩機関で
出産した場合は、１万２千円が加算され、最
大で50万円の支給となります。

　

国
の
第
２
次
補
正
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
追
加
の
ほ
か
、
収
入
額
や
事
業
費
の
確
定
や
確
定
見
込
み

に
伴
う
増
減
、
年
度
内
に
完
了
し
な
い
事
業
費
を
５
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
な
ど
の
補
正
予
算
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

�

《
全
員
賛
成
》

補正
予算

条例
改正

年
度
末
の
事
業
確
定
見
込
み
な
ど
で
増
減
補
正

 

自
然
災
害
に
備
え
て
た
め
池
耐
震
点
検
な
ど

令
和
４
年
度

　
一
般
会
計

 

（
13
号
）

5489万9千円

増 額

歳出
児童保育費 １２４３万円
相馬原用水費 １８７９万円
教育施設整備基金積立金 ２億２９９８万円

点検予定の稲葉貯水池（広馬場）

主な予算内容 ※万円未満切り捨て

歳入
村税 １５７７万円
国からの交付税 ６３０６万円
ため池耐震点検等の補助金 １６５５万円
財政調整基金の繰入金 ▲１０９４万円
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第１回定例会の議案の審議結果
〇 × 欠 退 除 －
………………
賛
成

反
対

欠
席

退
席

除
斥

議
長

件名と主な内容

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 10 11 12

議決結果

齊
藤
　
将
史

須
田
　
仁
美

三
俣
　
　
実

波
多
野
佐
和
子

中
島
由
美
子

生
方
　
勇
二

善
養
寺
　
孝

清
水
　
健
一

小
山
　
久
利

南
　
　
千
晴
　

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

第４号
榛東村財政調整基金条例の一部を改正する条例の制定…土
地（当該土地に属する立木を含む。）を基金の財産から削
り、併せて所要の改正を行う。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第５号

榛東村子ども・子育て会議条例及び榛東村特定教育・保育
施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定…子ども・子育て支援法
の一部改正に伴い、所要の改正を行う。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第６号
榛東村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定…出
産育児一時金の支給額を引き上げる。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第７号

榛東村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例の一部
を改正する条例の制定…県制度融資について、現在実施し
ている売上減少等の要件を満たす場合の借換制度を令和５
年度も継続して実施することから、所要の改正を行う。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第８号

榛東村防災中枢機能施設整備事業敷地造成工事請負変更契
約の締結…敷地造成工事における残土処理の土砂等運搬距
離が当初よりも短くなったこと、その他、設計数量の確定
見込みによる変更。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第９号
村道の路線の認定…御掘23号線（1329）の認定。 可決

賛９・反０
〇○〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第10号
村道の路線の変更…反田９号線（1037）の変更。 可決

賛９・反０
〇○〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第11号
令和４年度榛東村一般会計補正予算（第13号）…歳入歳
出予算の総額に5489万９千円を加え、総額を70億5081
万７千円とする。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 ○ 〇 〇 〇 －〇

第12号
令和４年度榛東村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
…歳入歳出予算の総額から1881万１千円を減じ、総額を14
億3672万７千円とする。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 ○ 〇 〇 〇 －〇

第13号
令和４年度榛東村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３
号）…歳入歳出予算の総額から138万８千円を減じ、総額
を１億5640万円とする。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 ○ 〇 〇 〇 －〇

第14号
令和４年度榛東村介護保険特別会計補正予算（第３号）…
歳入歳出予算の総額から2291万５千円を減じ、総額を12億
7042万２千円とする。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 ○ 〇 〇 〇 －〇

第15号
令和４年度榛東村学校給食事業特別会計補正予算（第４号）
…歳入歳出予算の総額から376万５千円を減じ、総額を１億
3470万６千円とする。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第16号
令和４年度榛東村太陽光発電事業特別会計補正予算（第２
号）…歳入歳出予算の総額に86万１千円を加え、総額を
3570万４千円とする。

可決
賛９・反０

〇○〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇
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件名と主な内容 議席番号 1 2 3 4 5 6 7 10 11 12

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

第17号

令和４年度榛東村上水道事業会計補正予算（第５号）…水
道事業収益の収入予定額に988万１千円を加え、総額を３億
3180万１千円とし、水道事業費用の支出予定額から1572
万３千円を減じ、総額を２億7757万８千円とする。また、
資本的収入の収入予定額から1499万８千円を減じ、総額
を7901万３千円とし、資本的支出の支出予定額から2119
万６千円を減じ、総額を１億1892万６千円とする。

可決
賛９・反０ 〇○〇 〇 ○ 〇 〇 〇 －〇

第18号

令和４年度榛東村下水道事業会計補正予算（第５号）…下
水道事業収益の収入予定額から843万３千円を減じ、総額
を５億4829万２千円とし、下水道事業費用の支出予定額か
ら2994万６千円を減じ、４億1196万７千円とする。また、
資本的収入の収入予定額に357万９千円を加え、総額を
２億2934万８千円とし、資本的支出の支出予定額に2275
万２千円を加え、総額を３億6599万７千円とする。

可決
賛９・反０ 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第19号 令和５年度榛東村一般会計予算…歳入歳出予算の総額を86
億8700万円とする。

可決
賛９・反０ 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第20号 令和５年度榛東村国民健康保険特別会計予算…歳入歳出予
算の総額を14億1224万円とする。

可決
賛９・反０ 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第21号 令和５年度榛東村後期高齢者医療特別会計予算…歳入歳出
予算の総額を１億6697万６千円とする。

可決
賛９・反０ 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第22号 令和５年度榛東村介護保険特別会計予算…歳入歳出予算の
総額を12億8517万２千円とする。

可決
賛９・反０ 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第23号 令和５年度榛東村学校給食事業特別会計予算…歳入歳出予
算の総額を１億3587万１千円とする。

可決
賛９・反０ 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第24号 令和５年度榛東村太陽光発電事業特別会計予算…歳入歳出
予算の総額を3079万２千円とする。

可決
賛９・反０ 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第25号

令和５年度榛東村上水道事業会計予算…収益的収入を３億
2458万４千円、収益的支出を３億737万４千円とする。ま
た、資本的収入を２億9820万３千円とし、資本的支出を
４億5084万２千円とする。

可決
賛９・反０ 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

第26号

令和５年度榛東村下水道事業会計予算…収益的収入を４億
7447万８千円、収益的支出を４億788万２千円とする。ま
た、資本的収入を４億2469万５千円とし、資本的支出を
４億9129万１千円とする。

可決
賛９・反０ 〇○〇 〇 ○ 〇 〇 〇 －〇

第40号

榛東村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定…
令和４年度以前の年度分の国民健康保険税であって令和５
年４月１日以降に納期限が定められているものについても、
新型コロナウイルス感染症に係る国民健康保険税の減免に
伴う財政支援の対象とされたことによる改正。

可決
賛９・反０ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ －○

第41号

榛東村介護保険条例の一部を改正する条例の制定…令和４
年度以前の年度分の介護保険料であって令和５年４月１日
以降に納期限が定められているものについても、新型コロ
ナウイルス感染症に係る介護保険料の減免に伴う財政支援
の対象とされたことによる改正。

可決
賛９・反０ 〇○〇 〇 〇 〇 〇 〇 －〇

報
告 第１号 専決処分について（群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議）…群馬県市町村総合事務組合の規

約変更に関する協議を専決処分した。

※議長は採決に加わらないため「－」で表示
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村政を問う
一般質問に６人登壇

　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり村当局の考え方や疑問をただすことです。単に
疑問を晴し事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一 般 質 問 と は

２月27日　開会初日

波多野佐和子�議員
１ 災害発生時における対応は
２ 環境対策とごみの減量化は
３ 将来につなぐ村有林の活用は
４ コロナ禍による予算の執行は

P13

南　　千晴�議員
１ 保育所等における使用済みおむつの処分は
２ 保育料無料化の取り組みは
３ 第７次総合計画の策定方針は

P14

齊藤　将史�議員
１ 伴走型子育て支援は
２ 耕作放棄地は

P 15

須田　仁美�議員
１ ５類引き下げ後の生活や対応の変化は
２ 家庭・地域と連携し社会に開かれた学校へ
３ 日本で急増する子どもの自殺に対策を

P16

中島由美子�議員
１ 積極的村づくりのための自主財源は
２ 村の魅力の創出と発信は
３ 村民の生活に必要なバスの運行や図書館は

P 17

生方　勇二�議員
１ ５年度もコロナワクチンを接種予定
２ 複合施設の設備等は可能な限り見直しを
３ マイナポイントの申請はいつまで可能か
４ 災害時の被災者支援は

P12

紙面の都合により、質問の内容を要約してあります。
会議録の詳細は、榛東村議会のホームページに掲載します。 榛東村議会

クリック
上記のＱＲコードを読み取ると

「一般質問一覧表」のページが
開きます
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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

�

申
請
は
い
つ
ま
で
可
能
か

生活

災
害
時
の
被
災
者
支
援
は

災害

複
合
施
設
の
設
備
等
は

�

可
能
な
限
り
見
直
し
を

教育

９月末まで再延長されたマイナポイント

一
般
質
問�

新
年
度
の
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
無
料
接
種
に
つ
い

て
、
村
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

令
和
５
年
度
も

特
例
臨
時
接
種
の
実
施

期
間
を
延
長
し
ま
す
。

費
用
に
つ
い
て
も
公
費

で
追
加
接
種
可
能
な
全

て
の
年
齢
の
方
を
対
象

と
し
て
、
秋
か
ら
冬
に

１
回
接
種
を
行
い
ま
す
。

65
歳
以
上
や
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方
は
、
春
か

ら
夏
に
か
け
て
前
倒
し

し
て
さ
ら
に
１
回
接
種

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

新
給
食
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
中

央
コ
ミ
セ
ン
の
機
能
や

設
備
を
使
い
や
す
い
機

器
等
に
見
直
し
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事

務
局
長　

バ
リ

国
の
被
災
者
生

活
再
建
支
援
制

度
は
、
被
害
の
大
き
な

市
町
村
の
世
帯
の
み
が

対
象
の
た
め
、
本
県
が

国
の
対
象
か
ら
外
れ
た

場
合
、
ほ
ぼ
同
等
の
額

を
支
給
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
が
、
村
で

は
災
害
で
被
災
し
た
場

合
に
は
ど
の
よ
う
な
対

応
や
支
援
を
し
て
い
ま

す
か
。

総
務
課
長　

国

の
被
災
者
生
活

再
建
支
援
制
度
の
対
象

と
な
ら
な
い
被
災
者
に

対
し
て
、
県
と
市
町
村

が
協
力
し
て
支
援
す
る

制
度
で
、
県
は
市
町
村

へ
支
援
金
の
3
分
の
２

を
補
助
し
ま
す
。
村
は

３
分
の
１
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
申
請
期
限
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
５
年
５

月
末
ま
で
と
決
定
さ
れ

ま
し
た
。（
現
在
は
令

和
５
年
９
月
末
ま
で
再

延
長
の
予
定
）

国
で
は
健
康
保

険
証
と
一
体
化

し
た
マ
イ
ナ
保
険
証
の

義
務
化
を
図
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
な
い
方
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
村
で

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

令
和
６
年
秋
に

現
行
の
健
康
保
険
証
を

廃
止
し
て
、
マ
イ
ナ
保

険
証
に
切
り
替
え
る
方

向
で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い

な
い
方
に
は
資
格
確
認

証
を
発
行
す
る
予
定
で

す
が
、
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
周
知
し
ま
す
。

カ
ー
ド
の
交
付

を
受
け
た
方
が

健
康
保
険
証
な
ど
と
ひ

も
付
け
る
こ
と
で
ポ
イ

ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
し

た
が
、
ポ
イ
ン
ト
の
申

請
期
限
は
ど
う
な
り
ま

す
か
。

住
民
生
活
課
長

最
大
で
２
万
円

ア
フ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
施
設
・
設
備

に
お
い
て
も
十
分
に
配

慮
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
今
後
も
社
会
的

要
因
や
要
請
、
利
便
性

等
を
考
慮
し
検
討
を
し

て
い
く
予
定
で
す
。

問問問問

問問 問問

問問

答答

答答

答答

答答

答答

マイナポイントの申請期限は
令和５年５月が９月末まで再延長

生
うぶ

方
かた

勇
ゆう

二
じ

議 員

新
型
コ
ロ
ナ

複
合
施
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

災
害
支
援

５
年
度
も

�

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
予
定

健康
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災
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
は

災害

環
境
対
策
と
ご
み
の
減
量
化
は

環境

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
予
算
の
執
行
は

生活

将
来
に
つ
な
ぐ
村
有
林
の
活
用
は

資源

災
害
発
生
時
の

初
動
体
制
の
組

織
構
成
を
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長　

災

害
対
策
本
部
は

総
務
班
・
住
民
対
策
班
・

生
活
対
策
班
・
教
育
班
・

村
消
防
団
、
必
要
に
応

じ
て
自
衛
隊
連
絡
室
を

設
置
し
て
連
携
し
強
化

し
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

設
置
の
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

総
務
課
長　

職

員
数
が
足
ら
な

い
自
治
体
だ
か
ら
こ
そ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
住
民
同
士
で
助
け
あ

え
る
村
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

民
一
人
当
た
り
は
６
３

０
０
円
で
す
。

令
和
６
年
度
か

ら
始
ま
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
回
収
方
法
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
長

プ
ラ
容
器
専
用

の
指
定
ご
み
袋
を
作
成

し
て
各
地
区
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

電
動
生
ご
み
処

理
機
購
入
費
の

補
助
の
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

住
民
生
活
課
長

周
辺
自
治
体
の

状
況
や
費
用
対
効
果
等

に
つ
い
て
調
査
研
究
を

し
て
い
き
ま
す
。

年
間
の
ご
み
の

処
分
費
用
を
伺

い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長

総
額
は
９
１
３

６
万
７
千
円
で
す
。
村

問問

問問

問問

問問

問問

答答

答答答答

答答

答答

個別避難計画に基づく避難訓練

一
般
質
問

地域防災マネージャーの設置は
共助の精神で助けあえる村へ

波
は

多
た

野
の

佐
さ

和
わ

子
こ

議 員

新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
中
止
し

た
大
き
な
事
業
費
（
敬

老
会
・
産
業
祭
・
文
化
講

演
会・村
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
委
託
金
等
）
と
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
に
使
わ

れ
た
村
の
持
ち
出
し
額

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

企
画
財
政
課
長

お
よ
そ
、
大
き

な
事
業
費
は
約
６
０
０

万
円
で
す
。
国
庫
補
助

以
外
の
コ
ロ
ナ
対
策
に

費
や
し
た
村
の
持
ち
出

し
分
は
約
２
３
０
０
万

円
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
費
や
し
た
経
費
は

大
き
い
と
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
や
管

理
下
以
外
の
土

地
の
活
用
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

キ
ャ
ン
プ
場
を

中
心
に
散
策
道
の
一
部

整
備
を
は
じ
め
、今
後
、

地
域
資
源
と
し
て
活
用

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

用
材
と
し
て
利

用
で
き
る
樹
齢

に
あ
る
樹
木
の
活
用
を

伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

先
人
の
残
し
た

財
産
を
保
全
し
つ
つ
、

有
効
活
用
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

問問 問問

問問答答

答答

答答

災
害
対
応

ご
み
の
減
量
化

村
有
林
の
活
用

予
算
の
執
行

地域防災マネージャーとは…地方公共団体における防災計画の作成、防災訓練の企画・実
施等、さらには、災害が発生した場合における自衛隊などの実動機関との調整を行います。
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保
育
所
等
に
お
け
る

�

使
用
済
み
お
む
つ
の
処
分
は

保育

第
７
次
総
合
計
画
の
策
定
方
針
は

政策

保
育
料
無
料
化
の
取
り
組
み
は

保育

一
般
質
問

南
みなみ

　千
ち

晴
はる

議 員

期待される保育料無料化

第
７
次
総
合
計

画
の
策
定
が
始

ま
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
予
定
で
進

め
て
い
き
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長

令
和
８
年
度
か

ら
10
年
間
の
計
画
で

す
。
令
和
５
年
度
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
、
６
年
度
に
地
域
座

談
会
を
設
け
広
く
意
見

を
聞
き
、
６
年
度
後
半

か
ら
７
年
度
前
半
に
か

け
て
審
議
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
公
募
）
を
行
い
、
令

和
７
年
９
月
を
目
標
に

基
本
構
想
の
議
案
上
程

等
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

保
育
料
無
料
化

を
独
自
で
進
め

る
近
隣
の
自
治
体
の
状

況
に
つ
い
て
お
答
え
く

だ
さ
い
。住

民
生
活
課
長

吉
岡
町
で
は
第

二
子
以
降
無
料
と
し
て

い
ま
す
。
渋
川
市
で
は

原
則
無
料
化
で
、
０
歳

か
ら
２
歳
児
ま
で
全
て

の
児
童
の
保
育
料
を
無

料
と
し
て
い
ま
す
。

渋
川
市
の
よ
う

に
、
０
歳
か
ら

２
歳
児
の
保
育
料
を
原

則
無
料
と
し
た
と
き
の

費
用
は
ど
の
く
ら
い
想

定
さ
れ
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

年
額
で
お
よ
そ

３
３
０
０
万
円
程
度
と

出
て
い
ま
す
。

村
で
は
早
急
に

解
決
す
る
必
要

が
あ
る
待
機
児
童
の
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、
保

育
料
無
料
化
は
周
り
の

自
治
体
の
ほ
う
が
進
ん

で
い
る
状
況
で
す
。
村

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

平
成
30
年
度
以

降
、
毎
年
待
機
児
童
が

発
生
し
て
お
り
、
未
だ

に
解
消
し
て
い
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
の

で
、
ま
ず
は
待
機
児
童

の
解
消
を
優
先
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

第
二
子
の
半
額

に
つ
い
て
も
村

独
自
で
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
が
、
村
長

い
か
が
で
す
か
。

村
長　

こ
れ
か

ら
は
考
え
て
い

く
時
期
が
そ
う
遠
か
ら

ず
来
る
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問問 問問

問問

問問

問問

答答 答答

答答

答答

答答

保育園での紙おむつの処分は
実施に向けて協議を進める

本
年
１
月
23

日
、
厚
生
労
働

省
は
使
用
済
み
お
む
つ

の
処
分
を
保
育
所
な
ど

で
行
う
こ
と
を
推
奨
す

る
と
全
国
の
自
治
体
に

通
知
し
ま
し
た
。
村
で

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

行
い
ま
し
た
か
。

住
民
生
活
課
長

北
部
保
育
園
、

中
央
こ
ど
も
園
、
南
部

こ
ど
も
園
の
各
園
で
の

使
用
済
み
お
む
つ
の
処

分
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

使
用
済
み
お
む

つ
の
持
ち
帰
り

が
な
く
な
る
こ
と
は
、

保
護
者
や
保
育
士
等
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

住
民
生
活
課
長

村
内
３
園
と
の

意
見
交
換
で
は
使
用
済

み
紙
お
む
つ
を
各
園
に

お
い
て
処
分
す
る
方
向

で
の
意
見
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
課
題
を
ク
リ

ア
し
て
処
分
実
施
に
向

け
て
各
園
と
協
議
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問問問問 答答

答答

お
む
つ
の
処
分

保
育
料
無
料
化

第
７
次
総
合
計
画
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妊
娠
中
か
ら
職

場
復
帰
ま
で
の

精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
村
の
方
針
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
課
長

妊
娠
中
や
産

後
の
不
安
や
悩
み
を
面

談
や
相
談
に
よ
り
把
握

し
、
事
案
に
応
じ
て
専

門
職
や
医
療
機
関
に
つ

な
げ
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
職
場
復
帰
の
準
備

の
中
で
、
保
育
園
や
こ

ど
も
園
な
ど
の
相
談
は

住
民
生
活
課
と
連
携
し

て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

職
場
復
帰
ま
で
の
区
切

り
で
は
無
く
、
子
育
て

期
間
を
通
し
て
の
支
援

と
捉
え
、
継
続
支
援
を

行
い
ま
す
。

伴
走
型
子
育
て
支
援
は

子育て

耕
作
放
棄
地
は

農業

一
般
質
問

齊
さい

藤
とう

　将
まさ

史
し

議 員

村
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
保
険
課
長

妊
娠
届
時
、
妊

娠
８
カ
月
頃
及
び
出
産

後
に
面
談
や
電
話
で
お

母
さ
ん
の
体
調
や
育
児

相
談
、
子
育
て
支
援
の

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
等
こ

れ
か
ら
始
ま
る
子
育
て

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

村
独
自
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

健
康
保
険
課
長

こ
の
伴
走
型
支

援
の
面
談
は
妊
産
婦
を

対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、

一
緒
に
ご
主
人
や
パ
ー

ト
ナ
ー
、
同
居
家
族
も

含
め
面
談
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
村
で

は
面
談
の
日
程
を
相
談

し
、
平
日
対
応
か
ら
休

日
や
夜
間
で
の
対
応
に

変
更
す
る
こ
と
も
可
能

と
し
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
面

積
の
直
近
の
数

字
を
伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
面
積
は
７
万
３
９

７
６
平
米
、
筆
数
は
74

筆
で
し
た
。

耕
作
放
棄
地
の

対
策
・
対
応
を

現
在
ど
の
よ
う
に
し
て

い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

農
業
委
員
に
よ

る
日
常
的
な
見
回
り
や

強
化
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で

確
認
さ
れ
た
耕
作
放
棄

地
の
所
有
者
に
対
し
て

改
善
勧
告
を
行
う
こ
と

で
耕
作
放
棄
地
の
解
消

を
図
り
、
同
時
に
農
業

の
新
規
担
い
手
の
仲
介
、

現
農
業
従
事
者
へ
の
放

棄
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
い
、
耕
作
放
棄
地
減

少
に
努
め
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
減

少
目
標
の
設
定

を
し
て
い
る
の
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
長

目
標
を
設
定
し

て
実
行
す
る
の
は
、
耕

作
放
棄
地
と
な
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
有
り

非
常
に
難
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
我
々
と
し

て
は
少
し
で
も
耕
作
放

棄
地
を
減
ら
す
こ
と
を

目
標
と
し
て
、
今
後
も

努
力
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
食

材
の
地
場
産
率

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
事

務
局
長　

令
和

５
年
１
月
31
日
時
点

で
、
村
産
３
・
６
％
、

群
馬
県
産
（
村
含
む
）

35
・
２
％
に
な
っ
て
い

ま
す
。

問問問問

問問

問問

問問問問

問問

答答答答

答答

答答

答答答答

答答

農地の有効活用を

耕作放棄地の対策は
所有者に改善勧告を行う

子
育
て
支
援

耕
作
放
棄
地
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５
類
引
き
下
げ
後
の
生
活
や

�

対
応
の
変
化
は

生活

家
庭
・
地
域
と
連
携
し

�
社
会
に
開
か
れ
た
学
校
へ

教育

一
般
質
問

須
す

田
だ

仁
ひと

美
み

議 員

連
休
明
け
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
５
類
相

当
へ
引
き
下
げ
ら
れ
、

３
月
13
日
か
ら
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
も
原
則
個

人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

ま
す
。
対
策
な
ど
の
変

化
は
あ
り
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

５
類
の
対
応
は
、

感
染
者
の
入
院
勧
告
や

隔
離
、
就
業
制
限
、
外

出
の
自
粛
要
請
や
医
療

費
の
公
費
負
担
等
が
無

く
な
り
、
発
熱
外
来
等

に
限
ら
れ
て
い
た
診
療

が
一
般
の
医
療
機
関
で
も

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
生
活
の
変
化

は
、
国
の
方
針
次
第
と

な
っ
て
き
ま
す
。

住
民
生
活
課
長

保
育
園
・
こ
ど

も
園
で
は
、
当
面
は
現

状
の
対
策
を
継
続
し
、

今
後
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
準
じ
て
対
策
し
な
が

ら
、
登
園
自
粛
要
請
や

休
園
に
な
ら
な
い
保
育

や
園
行
事
に
取
り
組
み

た
い
と
の
こ
と
で
す
。

教
育
委
員
会
事

務
局
長　

学
校

教
育
活
動
で
は
４
月
１

日
以
降
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
求
め
な
い
こ
と

が
基
本
と
な
り
ま
す
。

マ
ス
ク
以
外
の
感
染
症

対
策
は
今
後
の
国
や
県

の
方
針
に
基
づ
き
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

家
庭
や
地
域
社

会
に
積
極
的
に

働
き
か
け
を
行
い
、
共

に
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
と
い
う
開
か
れ
た
学

校
運
営
が
大
切
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
家
庭
や
地
域
と
学

校
の
連
携
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事

務
局　

社
会
に

開
か
れ
た
学
校
と
し

て
、
家
庭
・
地
域
と
学

校
が
連
携
協
働
し
、
子

ど
も
た
ち
を
よ
り
よ
く

育
む
こ
と
は
重
要
と
考

え
ま
す
。
令
和
２
年
度

に
学
校
運
営
協
議
会
を

組
織
し
、
学
校
と
保
護

者
や
地
域
が
知
恵
を
出

し
合
い
、
協
働
し
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
成
長
を
支
え
る
『
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
』
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
感
染
状

況
に
注
意
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

行
事
や
学
習
に
お
い
て
、

地
域
の
人
材
活
用
等
で

充
実
を
図
り
ま
す
。

問問

問問

答答

答答答答

答答

５類引き下げで利用増加を期待する施設
（しんとうスポーツアリーナと楽集センター）

ま
せ
ん
。
な
お
、
八
州

高
原
を
標
榜
し
た
魅
力

地域や家庭に積極的に働きかけを
保護者や地域と協働して育む

新
型
コ
ロ
ナ

開
か
れ
た
学
校

心
の
相
談

日
本
で
急
増
す
る

�

子
ど
も
の
自
殺
に
対
策
を

子育て

子
育
て
・
子
ど

も
の
心
の
相
談

等
の
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

発
育
や
育
児
・

保
健
衛
生
は
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
へ
、
保
育
園

や
こ
ど
も
園
・
学
童
保

育
所
・
児
童
手
当
・
児

童
虐
待
・
子
ど
も
の
貧

困
に
関
し
て
は
住
民
生

活
課
や
児
童
館
へ
、
そ

し
て
幼
稚
園
や
学
校
生

活
・
教
育
な
ど
に
関
す

る
相
談
は
各
園
や
学
校
、

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

と
、
相
談
す
る
内
容
に

よ
っ
て
窓
口
が
分
か
れ

ま
す
。
し
か
し
、
内
容

が
複
数
の
部
署
に
わ
た

る
場
合
、
各
署
が
一
緒

に
も
し
く
は
リ
レ
ー
し

て
問
題
解
決
に
当
た
り
、

適
切
な
機
関
へ
つ
な
げ

ま
す
。
子
ど
も
の
心
の

相
談
は
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
他
、

群
馬
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
等
の
開
設
す
る
電

話
や
県
と
連
携
し
て
進

め
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

窓
口
も
あ
り
ま
す
。

問問答答
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積
極
的
村
づ
く
り
の
た
め
の

�

自
主
財
源
は

財政

村
の
魅
力
の
創
出
と
発
信
は

産業

村
民
の
生
活
に
必
要
な

�

バ
ス
の
運
行
や
図
書
館
は

生活

一
般
質
問

中
なか

島
じま

由
ゆ

美
み

子
こ

議 員

ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
活
用

し
、
自
主
財
源
を
確
保

更
に
は
増
額
し
、
積
極

的
な
村
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

成
果
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ

り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

令
和
５
年
度
の

予
算
は
、
過
去
の
実
績

な
ど
で
、
歳
入
を
３
億

５
千
万
円
の
要
求
、
返

礼
品
等
に
関
わ
る
支
出

２
億
１
０
６
９
万
９
千

円
の
予
算
要
求
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
な
ど

新
年
度
等
の
計
画
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

企
画
財
政
課
長

令
和
５
年
度
予

算
編
成
を
受
け
て
の
現

状
で
は
、
こ
れ
ら
の
補

助
金
制
度
の
予
算
等
に

計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。
な
お
、
八
州

高
原
を
標
榜
し
た
魅
力

発
信
等
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

八
州
高
原
は
昭

和
42
年
に
建
設

省
に
届
け
出
た
地
名
で

す
。
こ
の
八
州
高
原
は

関
東
平
野
の
始
ま
り
で

あ
り
、
村
の
魅
力
度
は

群
馬
の
魅
力
度
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
活
か
し
た
村
づ
く

り
で
ど
ん
な
村
を
目
指

し
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

国
土
地
理
院
の

発
行
し
て
い
る
地
図
等

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
地
域
は
、
村
有
林

や
保
安
用
地
な
ど
で
八

州
高
原
と
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
明

確
に
は
確
認
で
き
て
い

村
政
に
お
け
る

バ
ス
に
つ
い
て

い
つ
ま
で
に
実
施
し
よ

う
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長

循
環
バ
ス
は
、

10
年
前
に
な
り
ま
す

が
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

試
験
運
転
を
し
ま
し

た
。
結
果
か
ら
見
て
難

し
い
問
題
で
あ
る
と
理

解
し
て
お
り
、
い
つ
ま

で
に
と
期
限
を
定
め
て

検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

図
書
館
で
子
ど

も
や
住
民
が
基

本
的
に
本
に
親
し
み
、

学
習
や
憩
い
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
の
ス
ペ
ー
ス
を

創
出
す
る
の
も
大
き
な

住
民
支
援
と
考
え
ま
す

が
、
防
災
拠
点
複
合
施

設
の
実
施
設
計
に
は
あ

り
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事

務
局
長　

複
合

施
設
の
実
施
設
計
は
、

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

に
お
い
て
報
告
し
て
い

ま
す
。
図
書
室
や
図
書

館
に
つ
い
て
は
、
南
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
機
能
の
集
中

化
、
集
約
化
を
図
る
方

向
で
検
討
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
他

の
既
存
施
設
も
含
め
、

役
割
や
分
担
を
明
確
に

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
の
充
実
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

問問

問問

問問

問問問問

答答

答答

答答

答答

答答

親しみやすい図書館を（南部コミュニティセンター）

村発展に村民の参画は
さまざまな階層や年代の方を

村
づ
く
り

村
の
魅
力

村
民
の
生
活
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専決
処分

補正
予算

令
和
４
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

 
（
11
号
）

事
件
の
概
要 

《
賛
成
８
・
反
対
１
》

令
和
４
年
度

一
般
会
計

 

（
12
号
）

1216万9千円
増 額

655万6千円
増 額

　

国
の
出
産
・
応
援
交
付
金
を
活
用
し
て
令
和
４
年
４
月
以

降
に
妊
娠
届
を
出
し
た
方
お
よ
び
出
産
さ
れ
た
方
に
そ
れ
ぞ

れ
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

 

《
賛
成
８
・
反
対
１
》

　

平
成
31
年
３
月
18
日
付
け
で
再
確

定
さ
れ
た
補
助
金
額
２
９
４
７
万
円

に
対
し
、
交
付
金
額
の
差
額
で
あ
る

３
３
３
万
円
の
返
還
が
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
令
和
４
年
９
月
27
日
に
前

橋
簡
易
裁
判
所
に
調
停
を
申
し
立
て

た
が
、調
停
に
応
じ
な
い
こ
と
か
ら
、

返
還
を
求
め
て
訴
訟
を
提
起
す
る
も

の
で
す
。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
現

在
行
っ
て
い
る
上
水
道
基
本
料
金
（
１
１
０
０
円
）
の
減
免

を
１
カ
月
延
長
し
、令
和
５
年
３
月
ま
で
と
し
た
も
の
で
す
。

決
定
し
た
主
な
事
業

令和５年 第１回臨時会 ２月７日

令和４年度以降に
妊娠届を提出した方や出産された方に

 それぞれ５万円支給

1163万円

上水道基本料金の減免１カ月分を追加

644万6千円

討
論

 

　
　

中
島
由
美
子 

議
員

内
容
を
明
確
に

　

補
助
対
象
経
費
に
つ
い
て
の

説
明
不
足
、
訴
え
の
提
起
の
内

容
が
明
確
で
な
い
た
め
に
反
対

し
ま
す
。

 

生
方　

勇
二 

議
員

適
切
な
対
応

　

国
か
ら
補
助
金
交
付
を
受
け

実
施
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
不

適
切
な
支
出
等
が
数
多
く
あ
り
、

補
助
金
の
減
額
が
確
定
し
た
こ

と
に
伴
い
、
事
業
者
に
返
還
を

求
め
た
が
応
じ
な
い
た
め
行
う

措
置
と
理
解
し
ま
し
た
。

反
対

賛
成 訴

え
の
提
起
に
つ
い
て

議案の審議結果
〇
…
賛
成

×
…
反
対

欠
…
欠
席

退
…
退
席

除
…
除
斥

－
…
議
長

件 　 　 　 名 議席番号 1 2 3 4 5 6 7 10 11 12

　
議
　
　
案

第１号
訴えの提起…平成25年度において総務大臣から交付を受けた地域経済循環創造事
業交付金について、交付金額と再確定額の差額である333万円が事業者から返還
されないため、前橋簡易裁判所に調停を申し立てたが、相手方が調停に応じない
ことから、返還を求めて訴訟を提起する。

可決
賛８　反１ ○ 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 － 〇

第２号 令和４年度榛東村一般会計補正予算（第12号）…歳入歳出予算の総額に655
万６千円を加え、69億9591万８千円とする。

可決
賛９　反 0 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 － 〇

第３号
令和４年度榛東村上水道事業会計補正予算（第４号）…水道事業収益の収入予定
額から５万５千円を減じ、総額を３億2192万円とし、水道事業費用の支出予定
額から５万５千円を減じ、総額を２億9330万１千円とする。

可決
賛９　反 0 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 － 〇

承
認 第１号 専決処分（榛東村一般会計歳入歳出予算）…歳入歳出予算の総額に1216万９千

円を加え、69億8936万２千円とする。
可決

賛８　反１ ○ 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 － 〇

※議長は採決に加わらないため「－」で表示　　　　※　　　　…賛否が分かれた議案

臨時会
第１回
２月７日
議案等
４件
全て可決

物価高騰の中、本当
に有り難い施策でし
た。水は生活に欠か
せません。減免に感
謝しつつ、大切に使
わせていただきます。

野口麻代さん（新井）に

インタビュー
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住民の声を議会だよりに反映‼

新モニター紹介

金か
な
井い

　
直な
お
樹き 

さ
ん�

この度、議会だよりモニター
を依頼され引き受けました。
県外を勤務地としたサラリー
マン生活も終わり、今まで傍
聴等、議会に接することがな
かった私ですが、より良い議
会だよりとなるよう、協力し
ていきたいと思います。

小こ

林ば
や
し　
厚あ
つ
子こ 

さ
ん�

モニターを仰せつかり２年目
のスタートとなりました。昨
年は、モニターの意見を反映
していただき、身近に感じる
ことができました。今年も更
に身近に感じられるように意
見を出していきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願い致
します。

岸き
し

　
　
亜あ

衣い 

さ
ん�

小さい時から榛東村で育って
きているので、以前に比べて
とても住みやすく便利になっ
たことを感じます。現在は２
人の子どもを育てており、同
時に障害を持つ子どもの親で
もありますので、子育て世代
の立場と福祉の立場の両方の
面で、意見やアイデアを出し
て、榛東村が更に住みやすい
場所となるよう貢献できれば
と考えています。

石い
し
川か
わ

　
一い
ち
郎ろ
う 

さ
ん�

私はこの春、47年の会社勤
務を卒業しました。以前より
交通安全活動を通して、地域
活動の重要性を感じておりま
したので、議会だよりモニ
ターを引き受けました。議会
だよりはたまにしか拝見しま
せんでしたが、知り合いの議
員さんもおり、お話を伺いな
がら、自分なりの発信を心掛
けたいと思います。

金か
な
井い

　
菊き
く
夫お 

さ
ん�

一人の有権者として「議会だ
よりモニター」に参加出来る
ことに意義を感じます。「開
かれた議会」「魅力ある議会」
が多くの自治体で言われてい
ます。議会、議会だよりに対
し、意見、提案を村民の立場
で述べたいと思います。

田た

村む
ら

　
寛ひ
ろ
子こ 

さ
ん�

４月は、園児、学生、社会人
ｅｔｃ．共に新しい環境での
生活が始まります。その中で
不便を感じたり、さまざまな
活動をする上で障壁となって
いるバリアをなくせるよう、
議員の方々が努力されていま
す。その結果の「議会だより」
に、モニターとして感想を話
し、皆さまにわかりやすくお
届けできたら幸いです。

１年間よろしく
お願いします
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よく見て よく聞き 委員会活動レポ－ト委員会活動レポ－トよく考える

　

他
自
治
体
条
例
な
ど
も

参
考
に
し
て
、
前
文
案
と

条
例
案
が
で
き
ま
し
た
。

全
村
民
が
い
じ
め
や
人
権

侵
害
を
受
け
る
こ
と
な
く

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
条
例
制
定
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
教
育
委

員
会
を
は
じ
め
関
係
す
る

各
所
属
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
今
後
修
正
し
て
い
き

ま
す
。

　

１
０
２
号
の
議
会
だ
よ

り
を
発
行
す
る
に
あ
た

り
、
委
員
会
２
回
、
レ
イ

ア
ウ
ト
会
議
、
モ
ニ
タ
ー

会
議
を
開
催
し
、
編
集
作

業
を
４
回
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
新
た
な
委
員

長
・
副
委
員
長
の
選
任
を

行
い
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
で

は
新
モ
ニ
タ
ー
の
紹
介
を

し
ま
し
た
。

　

第
１
回
定
例
会
の
運
営

に
つ
い
て
協
議
し
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
町

村
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
の
状
況
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。今
後
は
、

カ
メ
ラ
の
台
数
や
視
聴
者

数
を
調
査
し
て
い
く
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

議会運営委員会

議会広報常任委員会

いじめ問題調査及びいじめ防止に
関する条例制定を検討する特別委員会

定例会などの運営を協議

新モニター決定

条例前文案、条例案を確認

1/25 2/1 2/21 2/27 3/14 3/15

3/9 3/15 4/5

3/20

閉会中に調査します
●議会の運営に関すること

●オンラインでの委員会開催に関すること

●家庭との両立に関する環境整備に関すること

●議員の政治倫理に関すること

●榛東村議会の情報公開制度の調査研究に関す

　ること

閉会中に調査します
●議会だよりの編集について

●議会のホームページの掲載事項に関すること

3/23 4/6 4/11 4/13編集作業
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表紙デザイン賞
全国町村議会議長会
　

第
１
次
審
査
に
お
け
る
上
位
10
紙
を
候
補
と
し
、
表
現
力
や
題
材

の
適
正
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
最
終
的
な
順
位
を
決
め
、
第

１
位
を
「
金
賞
」、
第
２
位
を
「
銀
賞
」、
第
３
位
を
「
銅
賞
」
と
し

て
選
考
さ
れ
、
表
彰
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
の
定
例
会
本
会
議
に
お
い

て
、
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
14
日
定
例
会
閉
会
後
、
長
年
に

わ
た
り
村
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
た
２

人
の
議
員
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
議
長　

南　
　

千
晴　

氏

　

前
議
長　

小
山　

久
利　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

４
月
11
日
に
中
島
由
美
子
氏
か
ら
辞

職
願
が
提
出
さ
れ
、受
理
さ
れ
ま
し
た
。

第
37
回
町
村
議
会
広
報

�

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

議
会
の
体
制
が
代
わ
り
ま
し
た

表
紙
デ
ザ
イ
ン
賞
の
選
考

新
議
長
に
生
方
議
員

３
人
の
議
員
の
辞
職
願
が

�

認
め
ら
れ
ま
し
た

　
本
年
度
は
３
１
８
町
村
か
ら
応
募
が
あ
り
、
平
成
18

年
度
以
降
で
は
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

役　職　名 （新）

議長 生　方　勇　二

議会運営委員会 委 員 長 清　水　健　一

　〃 副委員長 善養寺　　　孝

文教厚生常任委員会 委 員 長 清　水　健　一

議会広報常任委員会 委 員 長 波多野　佐和子

　〃 副委員長 善養寺　　　孝 生
うぶ

　方
かた

　勇
ゆう

　二
じ

議　長

表紙デザイン賞　審査結果
金 賞 群馬県榛東村議会
銀 賞 広島県神石高原町議会
銅 賞 福島県大玉村議会

群馬県榛東村議会

2022.4.22
98号

榛東村議会 検索

たんぽぽふわり
ぴかぴかの1年生

●マスクは撮影時のみ外してもらい、３密を避けて
撮影しています。
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今号の
表紙

聞いてくんない！村民の声
シリーズ③

今回は100号、101号の村民の声にお答えをしていきます
ちっとんべぇ

　
議
会
だ
よ
り
98
号
が
町
村
議

会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

紙
デ
ザ
イ
ン
賞
で
金
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
広
報
委
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
成

果
。
何
よ
り
村
民
の
ご
協
力
の

賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
く
、
親

し
み
や
す
い
編
集
に
一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
波
多
野
佐
和
子
）

編

集

後

記

発
行
責
任
者

議　

長　

生
方　

勇
二

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

波
多
野
佐
和
子

副
委
員
長　

善
養
寺　

孝

委　

員　

清
水　

健
一

委　

員　

須
田　

仁
美

２０２３.４.２１　No.１０２
発行／榛東村議会　編集／議会広報常任委員会　〒３７０-３５９３ 群馬県北群馬郡榛東村新井７９０-１　TEL.０２７９-２６-２７４８
印刷／荒瀬印刷株式会社

しんとうむら議会だより

榛東村議会　ホームページについて榛東村議会　ホームページについて
　議会の会期日程や結果について、決定次第議会のホームページに掲載しています。
また、議会のしくみや議会用語などについても説明していますので、ぜひご覧ください。

榛東村議会
クリック

先
生
・
み
ん
な

 

よ
ろ
し
く
ね
!!

随時、村民の皆さまの
ご意見を反映、回答し
ていきたいと思います。
今後も取材のご協力を
お願いします。

５
図書館を

作ってほしい

建設予定の複合施設とその他の既存施設とで役割分担
を明確にして、それぞれの施設の充実を図りたいと思
います。図書室については、老朽化が進んだ中央公民
館からリニューアル済みの南部コミュニティーセン
ターへ図書館機能を集約することを検討しています。

１
子育て支援を

充実してほしい

新制度として伴走型相談支援がはじま
りました。妊娠中から面談を重ねて、
きめ細やかに支援します。また、待機
児童解消と子育て支援のため、民設民
営の新保育園が建設される予定です。

２
空き家・空地対策に

力を入れてほしい

空き家リフォーム補助に加えて、休止
していた空き家除却補助を令和５年度
から再開しますので、ぜひ申し込みし
てください。

３
創造の森キャンプ場を

もっと使いやすくしてほしい

今年度も利用者アンケートを
実施し、利用される方に満足
していただけるよう、可能な
ことから対応していきます。

４
保育園の使用済みおむつの
持ち帰りを廃止してほしい

厚生労働省から「保育所等において使
用済みおむつの処分を推奨する。」と
の通達があったことから、村と各園で
使用済みおむつの持ち帰り廃止に向け
た協議を開始しています。

回答
コーナー

　
渡
り
廊
下
で
先
生
と

新
一
年
生
が
カ
メ
ラ
に
向

か
っ
て
ピ
ー
ス
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
緊
張
を
ほ
ぐ

す
先
生
の
心
遣
い
は
さ
す

が
で
す
。
飾
り
つ
け
は
在

校
生
に
よ
る
も
の
。
新
入

生
の
入
学
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
様
子
が
伺
え
ま
す
。


